
　
八
女
の
ま
つ
り
「
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」

が
9
月
21
日
㈯
に
あ
り
、
あ
か
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト

や
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

八
女
う
ま
か
も
ん
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
八
女
公
園
に

各
店
舗
自
慢
の
「
う
ま
か
も
ん
」
が
揃
い
、
大
人

も
子
ど
も
も
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
つ
り

は
夜
ま
で
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
町
屋
ま
つ
り
が
9
月
21
日
㈯
と
23
日
㈷
に
開

か
れ
、
大
勢
の
人
た
ち
が
白
壁
の
町
並
み
散
策
を

楽
し
み
ま
し
た
。
伝
統
工
芸
職
人
実
演
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
お
茶
会
、
音
楽
会
な
ど
も
あ
り
、
八
女

の
魅
力
を
満
喫
で
き
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
福
島
八
幡
宮
放
生
会
の
奉
納
行
事
で
あ
る
八
女

福
島
の
燈
籠
人
形
公
演
（
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
）
が
9
月
20
日
㈮
の
口
開
け
公
演
を
皮

切
り
に
23
日
㈷
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
芸

題
は
「
薩
摩
隼
人
国
若
丸
厳
島
神
社
詣
」。
島
津

国
若
丸
が
戦
の
勝
利
と
お
家
の
安
全
を
祈
願
す
る

た
め
に
宮
島
の
厳
島
神
社
に
詣
で
る
お
話
。
人
形

の
橋
渡
し
や
衣
裳
の
早
変
わ
り
な
ど
に
、
見
物
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

白
壁
の
町
並
み 

賑
わ
う

大
盛
況 

燈
籠
人
形
公
演

秋
を
告
げ
る 

賑
わ
い
の
音

う
ま
か
も
ん
が
大
集
合

八女福島の燈籠人形公演

八女の職人技を結集した「黄金の茶室 in HACO」

音楽会

ダンスパフォーマンス

八女うまかもんフェスタ

町並みの様子 あかり絵コンテスト

ショート･ ショートフィルム上映和太鼓競演

※
台
風
の
た
め
ま
つ
り
は

一
部
縮
小
と
な
り
ま
し
た
。

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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畑で大豆やイモを作るのが趣味
で、毎日畑にでかけています。
好き嫌いなく、ゆっくりご飯を
食べて、よく寝て、体を動かす
ことが健康の秘訣だそうです。

90歳まで松の木に登るほど元気
でした。水墨画が趣味でしたが、
今は植木の水やりが日課です。
食事は好き嫌いなく、3食きちん
と食べています。

い
つ
ま
で
も
お
達
者
で

葉山 ヒサヲさん（上陽町） 中津留 シツカさん（星野村） 原島　保さん（立花町）

髙山 八重子さん（津江） 塚本 ミツエさん（前古賀）

　

９
月
16
日
㈷
は
敬
老
の
日
。
市
で
は
令
和
元
年
度
に
１
０
０
歳
に
な

る
26
人
に
敬
老
祝
金
と
祝
状
を
、
１
０
１
歳
以
上
の
58
人
に
敬
老
祝

金
、
88
歳
に
な
る
５
５
２
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
今
年

度
１
０
７
歳
を
迎
え
る
市
内
最
高
齢
の
鹿
野
カ
ズ
エ
さ
ん
と
、
今
年
度

１
０
０
歳
に
な
る
在
宅
の
長
寿
者
５
人
を
松
﨑
副
市
長
が
訪
問
し
ま
し

た
。
ま
た
、
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
銀

杯
、
県
知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

牛島ミチヱ（立花町）
蓮尾　貞代（黒木町）
鵜木スマ子（立花町）
原島　　保（立花町）
平嶋ミサヲ（北田形）
江田イトヱ（星野村）
二田フクヨ（星野村）
中津留シツカ（星野村）
馬場マサコ（黒木町）
平島　クラ（龍ケ原）
本村ヒサヱ（吉　田）
末﨑トミヨ（星野村）　
井上トキヱ（上陽町）

塚本ミツエ（前古賀）
末継ユリヱ（立花町）
安達　吉郎（黒木町）
髙山八重子（津　江）
中村　之弘（立花町）
橋本トシ子（立花町）
加藤フサ子（本　町）
葉山ヒサヲ（上陽町）
堤　　藤江（黒木町）
江﨑モモヱ（星野村）
大隈フサエ（忠　見）
馬場ハルミ（星野村）
池田サツエ（宅間田）

令和元年度  市内の 100 歳を迎えられる皆さん

鹿野カズエさんに松﨑副市長から八女
市最高齢者の祝状が手渡されました。

花が好きで、元気なころは花を
育てるのが趣味でした。今はデ
イサービスに行くのが楽しみで、
時々塗り絵も楽しんでいます。

60歳まで調理の仕事をしていまし
た。定年後は得意な裁縫をしたり、
庭の草取りをするのが楽しみでし
た。食事は好き嫌いがありません。

しっかりもので、若いころは婦
人会長などをしていました。今
も短歌を作ることが趣味で、目
標を持って生きています。

9月1日現在（敬称略）

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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８
月
27
日
㈫
～
30
日
㈮
の
４
日
間
に

わ
た
り
、
愛
知
県
西
尾
市
で
第
73
回
全

国
茶
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
露
の
部
に
は
、
福
岡
県
・
京
都
府
・

静
岡
県
・
鹿
児
島
県
・
埼
玉
県
か
ら
99

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
外
観
・
香
気
・

水
色
・
滋
味
が
そ
れ
ぞ
れ
採
点
さ
れ
、

山
口
豪
吉
さ
ん
・
孝
臣
さ
ん
（
星
野
村
）

が
親
子
で
１
位
と
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

玉
露
の
部
の
１
等
か
ら
３
等
ま
で
の
30

点
中
、
八
女
市
が
29
点
入
賞
し
、
上
位

を
独
占
し
ま
し
た
。

　

玉
露
の
産
地
賞
は
19
年
連
続
の
受
賞

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
玉
露
の
部
は
２
等
級
、

そ
の
他
部
門
は
３
等
級
ま
で
紹
介
し
て

い
ま
す
（
敬
称
略
）。

【
玉
露
】〈
６
位
〉
井
上
元
巳
〈
７
位
〉

宮
原
幸
子
〈
８
位
〉
久
間
正
大
〈
９
位
〉

宮
原
義
昭
〈
10
位
〉
南
木
屋
共
同
製
茶

工
場 
大
久
保
忠
〈
11
位
〉
高
木
耕
平

〈
12
位
〉
竹
下
逸
夫
〈
13
位
〉
原
口
重
信

〈
14
位
〉
伊
藤
直
喜
〈
15
位
〉
新
枝
折

共
同
製
茶
工
場 
城
昌
史

【
普
通
煎
茶
４
㌔
】〈
12
位
〉
農
事
組
合

法
人
八
女
美
緑
園
製
茶 
江
島
一
信
〈
16

位
〉
農
事
組
合
法
人
八
女
中
央
茶
共
同

組
合 

西
村
俊
二

【
普
通
煎
茶
10
㌔
】〈
19
位
〉
中
尾
与
三

行
〈
23
位
〉
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
ワ
ー

ル
ド
八
女 

平
井
英
治
〈
25
位
〉
樋
口
龍

也
〈
28
位
〉
農
事
組
合
法
人
彩
香 

桐
明

智
也
〈
31
位
〉
栗
原
秀
治

【
か
ぶ
せ
茶
】〈
30
位
〉
農
事
組
合
法
人

星
の
喜
楽
園 

鶴
元
浩
治
〈
45
位
〉
石
井

製
茶
工
場 

石
井
多
喜
男

【
て
ん
茶
】〈
31
位
〉
星
茶
会 

馬
場
義
浩

〈
34
位
〉
星
茶
会 

鶴
公
成
〈
36
位
〉
星

茶
会 

中
村
一
木

【玉露の部】特別賞入賞者（敬称略） 19
年
連
続
で「
玉
露
の
部
産
地
賞
」

山
口
豪
吉
さ
ん
・
孝
臣
さ
ん
親
子
で
１・２
位

山
口
勇
製
茶
（
星
野
村
）

山
口 

孝
臣
さ
ん

等級 順位 氏　名 特別賞

１ １ 山口勇製茶 
　　山口 豪吉 農林水産大臣賞

１ ２ 山口勇製茶  
　　山口 孝臣 農林水産省生産局長賞

１ ３ 馬場　満 社団法人日本茶業中央
会会長賞

１ ４ 栗原製茶　
　　栗原 昭夫

全国茶生産団体連合会
会長賞

１ ５ 倉住　努 全国茶商工業協同組合
連合会理事長賞

　
茶
業
は
私
で
４
代
目
で
、
今
は
父
か
ら

茶
園
を
ま
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
祖

父
の
代
か
ら
３
代
か
け
て
出
品
を
続
け
、

今
年
初
め
て
山
口
勇
製
茶
は
農
林
水
産

大
臣
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
っ
と
と
い
う
気
持
ち
と
ほ
っ
と
す
る
気

持
ち
と
と
も
に
、
来
年
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
日
に
日
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
30
歳
で
勤
め
を
辞
め
て
稼
業
を

継
ぎ
、
今
年
で
12
年
目
に
な
り
ま
す
。

周
り
に
お
茶
の
栽
培
に
詳
し
い
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
て
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は

何
で
も
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
心
強

く
安
心
し
て
栽
培
で
き
て
い
ま
す
。
玉
露

づ
く
り
は
、
栽
培
の
ほ
か
に
も
摘
み
手
の

方
、
加
工
す
る
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人

の
お
陰
で
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
出
品
茶
の
摘
み
手
の
皆
さ
ん
た

ち
も
「
自
分
た
ち
の
摘
ん
だ
お
茶
が
全
国

一
に
な
っ
た
」
と
大
変
喜
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

　
目
標
は
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
玉
露
の

お
い
し
さ
を
伝
え
、
飲
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
。
そ
の
こ
と
を
直
接
伝
え
た
い
と
、
親

子
で
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

を
取
り
ま
し
た
。
品
評
会
用
の
お
茶
は
特

別
な
お
茶
で
多
く
の
人
に
届
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
般
の
人
が
親
し
ん
で

飲
ん
で
い
た
だ
け
る
お
い
し
い
玉
露
を
、

毎
年
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
自
分
が
今
ま
で
し
て

き
た
こ
と
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
玉
露
の
栽

培
自
体
が
手
間
暇
か
か
り
生
産
者
が
減
っ

て
き
て
い
る
状
況
で
す
が
、
残
せ
る
も
の

な
ら
残
し
て
い
き
た
い
。
家
族
や
年
の
近

い
仲
間
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
　

玉
露
日
本
一
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
玉
露
の
お
い
し
さ
を

多
く
の
人
に
伝
え
た
い
」

日本一になった玉露の茶園で、山口豪吉さん（左）と孝臣さん親子
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第
25
回 

八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場

第
4
回 

か
わ
さ
き
よ
か
祭

イ
ベ
ン
ト

◦
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

★
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
（
9
時
50
分
～
）

★
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
in
黒
木
（
10
時

15
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時)

輝
翔
館
吹
奏
楽
部
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、

太
鼓
、
大
抽
選
会
な
ど
）

★
も
ち
つ
き
、
あ
め
・
も
ち
ま
き

（
12
時
20
分
～
）

◦
会
場
イ
ベ
ン
ト

★
子
ど
も
相
撲
（
10
時
20
分
～
）

★
東
関
部
屋
来
場
（
11
時
30
分
～
）

★
大
相
撲
ぶ
つ
か
り
稽
古
（
午
後
）

★
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
（
10
時
30

分
～
）
※
１
５
０
匹

★
赤
飯
・
饅
頭
販
売
（
10
時
～
）

★
物
産
展
（
10
時
～
16
時
）
地
元
の

美
味
し
い
も
の
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
10
時
～
16

時
）
掘
り
出
し
物
が
た
く
さ
ん

★
木
工
体
験
（
10
時
～
）
本
立
て
・

イ
ス
・
小
物
入
れ
作
り

★
東
関
部
屋
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
お
よ
び

炊
き
込
み
ご
飯
の
販
売

★
観
光
名
所
あ
て
ク
イ
ズ
（
10
時
～
）

賞
品
あ
り

★
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
の
車
両
の

展
示
・
体
験

★
白
バ
イ
走
行
実
演
（
11
時
50
分
頃

～
）

★
木
育
広
場
・
木
の
遊
具
（
10
時
～

15
時
）
体
育
セ
ン
タ
ー

◦
サ
テ
ラ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

★
紅
葉
ウ
オ
ー
ク 

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
体
育
館
前
（
９
時
30
分
集
合 

10
時

ス
タ
ー
ト
）

第32回 八女くろぎ
　　ふるさと祭り

場所＝黒木町駅跡イベント広場

時間＝9時50分～

113㈷

収穫の秋、味覚の秋。これから八女では秋祭りがあちこちで開催さ
れます。ご家族・お友達などお誘い合わせでお出かけください。

　
「
八
幡
大
好
き 

み
ん
な
大
好
き
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

八
幡
校
区
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
る
祭
り
で
す
。
八
幡
の
魅
力
を

味
わ
い
に
き
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
9
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
八
幡
小
学
校

◦
内
容
＝

《
ふ
れ
あ
い

ス
テ
ー
ジ
》

★
八
幡
保

育
園
年
長

児
の
和
太

鼓
演
奏
★

八
幡
小
の

子
ど
も
た

ち
の
「
な
か
よ
し
発
信
☆
や
は
た
」

★
校
区
の
皆
さ
ん
の
歌
や
お
ど
り
★

最
後
は
大
ビ
ン
ゴ
大
会
！

《
ふ
れ
あ
い
市
場
》

煮
玉
子
、
だ
ご
汁
、
焼
き
そ
ば
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
揚
げ
タ
コ
、
焼
き
鳥
、

ア
イ
ス
、
き
な
こ
飴
、
人
形
焼
き
、

ケ
ー
キ
、
農
作
物
、
お
菓
子
の
つ
か

み
取
り
、
手
作
り
バ
ッ
グ
、
小
物
な

ど
い
～
っ
ぱ
い
！

《
ふ
れ
あ
い
展
示
・
体
験
》

★
小
中
学
生
の
作
品
★
校
区
の
皆
さ

ん
の
作
品
★
福
祉
関
係
の
体
験
コ
ー

ナ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４・５
２
７
２
）

　

川
崎
校
区
み
ん
な
で
作
る
文
化
祭

で
す
。
し
ょ
う
が
い
者
の
福
祉
事
業

所
の
販
売
会
も
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
、

来
て
見
て
食
べ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

◦
日
時
＝
10
月

27
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
山
の

井
公
園

◦
内
容
＝

▽
文
化
作
品
展

示
（
地
域
住
民
、小
学
生
、保
育
園
、

福
祉
施
設
）
▽
バ
ザ
ー
（
カ
レ
ー
、

焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
肉
ま
ん
、

パ
ン
、
弁
当
等
、
農
産
物
・
海
産
物
・

地
元
特
産
品
の
販
売
）

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
ブ
ラ
ス
演

奏
、
和
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
、

踊
り
等
）
▽
お
楽
し
み
抽
選
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会
事

務
局
（
☎
０
９
０
・
１
３
６
２
・
０

５
９
５
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る

さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
黒
木
支
所

産
業
経
済
課
）
☎
４
２・１
１
１
５
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イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
9
日
㈯

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
和
太
鼓
「
童

衆
」
演
奏
／
開
運
・
収
穫
も
ち
ま
き

（
10
時
～
）

★
騎
士
竜
戦
隊
リ
ュ
ウ
ソ
ウ
ジ
ャ
ー

（
10
時
30
分
～
／
15
時
10
分
～
）

★
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
４
年

生
以
下
の
部
］（
11
時
～
12
時
30
分
）

★
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

ニ
ュ
ー
チ
ル
ド

レ
ン
ズ
（
12
時
30
分
～
）

★
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
６
年

生
以
下
の
部
］（
13
時
30
分
～
15
時
）

▽
11
月
10
日
㈰

★
第
27
回
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権

大
会
（
10
時
～
16
時
）

［
午
前
］
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

［
午
後
］
一
般
の
部

※
今
年
か
ら
大
人
も
3
人
1
組
に
な

り
ま
し
た
。

《
特
別
出
演
》
福
岡
県
警
音
楽
隊

※
若
干
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
２
日
間
を
通
し

て
各
種
バ
ザ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時間＝10時～

時間＝10時～

11

11

9㈯・10㈰

9㈯・10㈰

第32回八女上陽まつり
場所＝春の山公園グラウンド

優勝賞金10万円
その他豪華賞品や各賞あり
全日本きんま選手権大会

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
9
日
㈯

★
御
神
幸
（
室
山
熊
野
神
社
）
10
時
～

★
開
会
式 

12
時
～

ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
む
ら
ま
つ
り

う
き
は
市「
み
ざ
れ
太
鼓
」／
吉
永
フ
ラ・

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
／
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
／
星
野
村
文
化
連

盟 

歌・踊
り
／
星
野
小
学
校「
星
野
太
鼓
」

／
星
光
園
児
に
よ
る
踊
り
／
山
村
留
学

生
「
山
留
太
鼓
」
／
餅
ま
き

▽
11
月
10
日
㈰

★
平
和
の
塔
へ
の
献
茶 

９
時
40
分
～

第
29
回
九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
福
岡
県
】
▽
野
武
士

【
佐
賀
県
】
▽
福
富
太
鼓
保
存
会

【
大
分
県
】
▽
院
内
童
龍
太
鼓

【
熊
本
県
】
▽
城
南
火
の
君
太
鼓

【
長
崎
県
】
▽
島
原
お
さ
な
ご
清
流
太
鼓

【
宮
崎
県
】
▽
橘
太
鼓
「
響
座
」

【
特
別
出
演
】
▽
台
湾
打
打

※
出
演
団
体
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方

講
座
や
お
茶
の
手
揉
み
実
演
、
木
工
体
験

等
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
茶
、
椎
茸
、
手
作
り

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
だ
ご
汁
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼

き
等
、村
自
慢
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

第34回八女星のまつり
場所＝星のふるさと公園

九州の和太鼓が
勢揃い！！

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
上
陽
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
）
☎
５
４・２
２
１
９

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
星
の
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
星
野
支
所
建
設
経
済
課
）

☎
５
２・３
１
１
４
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◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
13
時
30
分

開
演

◦
場
所
＝
旭
座
人
形
芝
居
会
館

（
黒
木
町
笠
原
５
０
０
５
の
２
）

※
観
覧
無
料

◦
演
目
＝
①
「
寿
式
三
番
叟
」（
旭

座
人
形
芝
居
保
存
会
）
②
「
傾
城

阿
波
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
（
黒
木

小
学
校
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
）
③

「
神
霊
矢
口
渡
」
頓
兵
衛
住
家
の

段
（
旭
座
人
形
芝
居
保
存
会
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

　
「
帰
居
祭
」
は
、
八
女
の
風
土
を

愛
し
こ
の
地
に
没
し
た
文
化
勲
章
受

章
者
・
坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
遺
徳
を

偲
ぶ
式
典
で
す
。「
帰
居
」
と
は
、
画

伯
の
雅
号
に
ち
な
む
も
の
で
、
八
女

文
化
連
盟
会
員
ら
に
よ
る
献
茶
・
献

花
・
献
吟
を
は
じ
め
、
小
・
中
・
高

生
の
作
文
朗
読
や
合
唱
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、会
場
に
隣
接
す
る
「
坂

本
繁
二
郎
資
料
室
」（
八
女
市
立

図
書
館
２
階
）
で
は
、
在
り
し

日
の
写
真
や
制
作
道
具
な
ど
を

常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
公
園
（
坂
本
繁
二
郎

寿
像
前
）

◦
内
容
＝
▽
碑
前
祭
（
献
茶
・
献
吟
・

献
曲
・
献
花
、
小
中
高
校
生
の
作
文

朗
読
、
合
唱
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

第
44
回 
帰
居
祭

坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
遺
徳
を
偲
ぶ

福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

旭
座
人
形
芝
居

本
公
演

企
画
展

「
石
と
埴
輪
の
人
物
世
界
」

　

岩
戸
山
古
墳
か
ら
出
土
し
、
ま
た
出

土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
石
製
表
飾
品
（
石

人・石
馬
）
は
人
物
、動
物
、武
器
、武
具
、

器
財
と
多
種
に
わ
た
り
、
そ
の
数
や
大

き
さ
は
、他
の
古
墳
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
人
物
に
注
目
し
た

石
製
品
と
埴
輪
の
比
較
を
行
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
10
月
24
日
㈭
～
12
月
８
日
㈰

◦
料
金
＝
無
料

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
「
企
画
展
」
を
観
覧
し
て
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
に
挑
戦
。
正
解
す
る
と
古
代
体
験
が

無
料
で
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

◦
期
間
＝
10
月
24
日
㈭
～
12
月
８
日
㈰

◦
料
金
＝
無
料

古
代
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

当
館
人
気
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
、
期
間
中

（
左
記
の
日
程)

に
事
前
予
約
な
し
で
い

つ
で
も
楽
し
め
ま
す
。

《
午
後
の
み
》
11
月
17
日
㈰
、
12
月
７
日

㈯
《
終
日
》
10
月
27
日
㈰
、11
月
23
日
㈷
、

30
日
㈯
・
12
月
１
日
㈰

◦
時
間
＝
10
時
～
12
時
、
13
時
30
分
～

15
時
30
分

◦
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円
～
５
０
０
円

◦
体
験
メ
ニ
ュ
ー
＝
▽
勾
玉
づ
く
り
▽
石

包
丁
づ
く
り
▽
土
面
づ
く
り
▽
銅
鏡
づ

く
り
▽
弓
矢
体
験
▽
火
起
こ
し
体
験

※
こ
の
他
に
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
記
念
講

演
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
11
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【いわいの郷歴史講座】トイレの考古学
　私たちの生活に欠かせないものの一つ
にトイレがあります。縄文時代の糞石が出
土した福井県鳥浜貝塚や福岡市筑紫館（つ
くしのむろつみ）の奈良時代のトイレ、肥
前名護屋城跡（1590 年代）から発見され
たさまざまなトイレなど発掘調査の事例を
もとにトイレの歴史について考えます。
◦日時＝ 10 月 26 日㈯ 13 時 30 分～ 15
時◦場所＝岩戸山歴史文化交流館「いわ
いの郷」研修室◦講師＝佐田茂さん（佐
賀大学名誉教授）◦定員＝ 50 人 ( 先着順・
当日受付）

岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」
◦問い合わせ（☎ 24・3200 ／n24・3210）※月曜日休館（祝日の場合、翌日休館）

おりがみ教室
　コマや仕掛けおりがみなどの
折り方に挑戦してみませんか。
◦日時＝ 11 月 9 日㈯ 10 時～ 12 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」◦対象者＝どなたでも（小学３年生
以下は保護者同伴）◦定員＝ 20 人（先着
順）◦参加費＝ 200 円◦申込＝電話また
はファクス（月曜日は休館のため受付不可）

開
館
４
周
年
記
念
企
画
展
・

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
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市
民
の
交
流
と
健
康
増
進
、
体

力
向
上
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
学
校
、
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
友
達
、
家
族
な
ど

楽
し
い
メ
ン
バ
ー
で
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。
各
区
間
タ
イ
ム
計
測
を
行

い
、
参
加
チ
ー
ム
に
は
参
加
賞
・
だ

ご
汁
の
提
供
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も

あ
り
ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
＝
12
月
15
日
㈰
９
時

30
分
ス
タ
ー
ト
、
立
花
体
育
館
周
辺

◦
コ
ー
ス
・
競
技
種
目

【
1.5
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

小
学
生
男
子・
女
子
、
中
高
生
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子
、
オ
ー
プ
ン

【
2.4
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

中
高
生
男
子
、
一
般
男
子
、
オ
ー
プ

ン
※
オ
ー
プ
ン
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど

チ
ー
ム
づ
く
り
は
自
由
で
す
。

【
1.5
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
】

予
備
走
者
や
棄
権
チ
ー
ム
の
走
者

参
加
チ
ー
ム
募
集

◦
資
格
＝
５
人
以
上
の
走
者
、
監

督
者
、
警
備
ス
タ
ッ
フ
１
人
に
よ
る

チ
ー
ム

※
1.5
㌔
コ
ー
ス
の
小
学
生
男
子
・
女

子
は
、
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町

の
参
加
チ
ー
ム
に
限
る
。

◦
参
加
料
＝
▽
１
チ
ー
ム
１
０
０
０

円
（
小
・
中
・
高
生
）
▽
１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円
（
一
般
・
オ
ー
プ
ン
）

※
代
表
者
説
明
時
に
納
入

◦
申
込
方
法
＝
最
寄
り
の
公
共
施
設

ま
た
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
、
添
付
の

申
込
書
を
八
女
市
総
合
体
育
館
ま

た
は
八
女
市
立
花
支
所
総
務
課
へ
提

出
（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
可
）

く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
11
月
19
日
㈫
必
着

※
先
着
１
２
０
チ
ー
ム
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
駅
伝
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
（
立
花
支
所

総
務
課
内
）
☎
２
３
・
５
１
４
３

大会当日の放送、音響、受付・
競技運営スタッフを募集しま
す。年齢にかかわらず一緒に
イベントを盛り上げていただ
ける人は、11月19日㈫まで
に申し込みください。

八女市駅伝大会
出場チーム募集！

第10回

応援旗のデザインコンテスト
を行います。応募チームには
もれなく小旗をプレゼント。

ボランティアスタッフ募集

チーム応援旗
コンテストを行います！

八女市健康
ポイント
事業対象

①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限
さ

れ
て
い
る
範
囲
（
左
図
）

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
な
ど

①
除
却
等
費
＝
危
険
住
宅
の
撤

去
費
、
動
産
移
転
費
、
仮
住
居

費
な
ど
の
費
用
を
１
戸
当
た
り

95
万
７
千
円
を
上
限
と
し
て
補
助

し
ま
す
。

②
建
物
助
成
費
＝
危
険
住
宅
に

代
わ
る
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入

（
土
地
の
取
得
を
含
む
）
の
資
金
を

金
融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
場

合
、
利
子
相
当
額
を
１
戸
当
た
り

４
１
５
万
円
（
建
物
３
１
９
万
円
、

土
地
96
万
円
）
を
限
度
と
し
て

補
助
し
ま
す（
借
入
利
率
年
８・

５
％
を
限
度
）。

★
補
助
手
続
前
に
、
住
宅
の
除

去
・
移
転
に
係
る
契
約
等
が
行

わ
れ
て
い
る
場
合
、
補
助
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
続
き
に
は
期
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

（
☎
２
３・１
７
３
１
）
ま
た
は

各
支
所
総
務
課

補
助
金
の
内
容

が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
危
険

住
宅 が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

  

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区
域
（
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
）

内
に
あ
る
既
存
の
住
宅
（
危
険
住
宅
）
を
除
去
し
、
市
内
の
安
全
な

土
地
へ
新
築
（
購
入
も
含
む
）
す
る
人
に
、
国
、
県
お
よ
び
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
移
転
費
用
の
補
助
を
行
う
事
業
で
す
。
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「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」八
女
市
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

学
校教

育

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
目
的
は
、
全
国
の
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
を
把
握
、
分
析
し
、
課
題
の
改
善
や
指
導
に

役
立
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
分
析
結
果
を
も
と
に
成
果
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、
指
導
方
法
の
見

直
し
や
授
業
改
善
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
各
方
面
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

八
女
市
の
小
学
校
・
義
務

教
育
学
校
前
期
に
お
い
て
は
、

今
年
も
、
国
語
、
算
数
と
も

に
県
、
全
国
平
均
を
上
回
り
、

安
定
し
た
結
果
が
み
ら
れ
ま
し

た
。八
女
市
の
平
均
と
し
て
は
、

過
去
10
年
間
、
全
国
の
平
均

と
比
べ
て
同
等
か
上
回
っ
て
お

り
、
安
定
し
た
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

▲
正
答
率
が
高
か
っ
た
問
題

《
国
語
》
読
む
能
力
に
関
す
る

問
題

《
算
数
》
数
量
や
図
形
に
つ
い

て
の
技
能
に
関
す
る
問
題

▼
改
善
が
必
要
な
問
題

《
国
語
》
言
語
に
つ
い
て
の
知

識
・
理
解
・
技
能
に
関
す
る

問
題

《
算
数
》
数
学
的
な
考
え
方
に

関
す
る
問
題

◦実施対象学年＝小学校６年生と中
学校３年生◦調査内容＝◎教科（国
語、算数・数学、英語）※本年度か
ら「知識に関する問題 ( Ａ問題 )」と

「活用に関する問題 (Ｂ問題 )」を一
体的に問う形式に変更されています。
※英語では、「聞くこと・読むこと・
書くこと」の平均正答率を示してい
ます。※英語「話すこと」は、参考
値として国・県の平均値のみ公表さ
れています。◎質問紙（児童・生徒
の生活や学習状況の様子）※本調査
によって測定できるのは、学力の一
部分であることにご留意ください。

　

中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
後
期

に
お
い
て
も
、
国
語
、
数
学
と
も

に
県
、
全
国
平
均
を
上
回
り
、
過

去
最
高
の
正
答
率
と
な
り
ま
し
た
。

英
語
で
は
、
全
国
平
均
は
下
回
っ
た

も
の
の
、
南
筑
後
地
区
、
福
岡
県

の
平
均
以
上
の
正
答
率
と
な
り
ま

し
た
。

▲
正
答
率
が
高
か
っ
た
問
題

《
国
語
》
書
く
能
力
に
関
す
る
問
題

《
数
学
》
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い

て
の
知
識
・
理
解
に
関
す
る
問
題

《
英
語
》
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解
に
関
す
る
問
題

▼
改
善
が
必
要
な
問
題

《
国
語
》
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・

理
解
・
技
能
に
関
す
る
問
題

《
数
学
》
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

に
関
す
る
問
題

《
英
語
》
外
国
語
表
現
の
能
力
に
関

す
る
問
題

市
内
小
学
校
14
校
・
義
務
教
育
学
校
前
期
の
結
果

市
内
中
学
校
９
校
・
義
務
教
育
学
校
後
期
の
結
果

国
語
、
算
数
と
も
に
県
、
全
国
平
均
を
上
回
り
、

安
定
し
た
結
果

国
語
、
数
学
と
も
に
県
、
全
国
平
均
を
上
回
り
、

過
去
最
高
の
正
答
率

八女市の学力・学習状況調査

八
女
市

南
筑
後

福
岡
県

全
国

八
女
市

南
筑
後

福
岡
県

全
国

八
女
市

南
筑
後

福
岡
県

全
国

八
女
市

南
筑
後

福
岡
県

全
国

八
女
市

南
筑
後

福
岡
県

全
国

68

75
60

54

71
56 52

72
59 54

72.8
59.8 56

68 67 67 66.665 65 63.8

算数国語

国語 数学 英語

20

0

40

60

80

20

0

40

60

80

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教

育
課
（
☎
２
３・１
９
５
４
）

長峰小学校 5 年生の「ガッツ米」収穫の様子
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【
学
校
生
活
の
様
子
】　　

▽
多
く
の
子
ど
も
が
「
学
校
の
決

ま
り
を
守
る
」「
い
じ
め
は
い
け
な

い
」
な
ど
の
高
い
規
範
意
識
を
も

ち
な
が
ら
生
活
で
き
て
お
り
、
昨

年
度
よ
り
も
伸
び
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
取
り
組

み
、う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」

と
多
く
の
子
ど
も
が
感
じ
て
い
ま

す
。
小
中
と
も
に
全
国
平
均
を
上

回
り
、
学
校
生
活
を
肯
定
的
に
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

【
学
習
へ
の
取
り
組
み
の
様
子
】

▽
家
で
の
計
画
的
な
学
習
に
つ
い

て
は
、
小
中
と
も
に
全
国
平
均
は

上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
で

は
50
％
程
度
に
止
ま
っ
て
お
り
、

改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

▽
「
解
答
を
文
章
で
書
く
問
題
に

対
し
て
、
途
中
で
あ
き
ら
め
る
こ

と
な
く
最
後
ま
で
書
く
努
力
を
し

た
」
子
ど
も
は
、
小
中
と
も
に
全

国
平
均
を
上
回
り
、無
回
答
も
減
っ

て
い
ま
す
。

▽
「
課
題
解
決
に
向
け
て
自
分
で

考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
み
を
し

た
か
」
と
い
う
主
体
的
な
学
習
態

度
は
、
小
中
と
も
に
全
国
平
均
を

下
回
り
、
課
題
が
残
り
ま
す
。

【
生
活
習
慣
、
家
庭
、
地
域
社
会

と
の
関
わ
り
】

▽
6
～
7
％
の
子
ど
も
は
き
ち
ん

と
朝
食
を
と
れ
て
い
ま
せ
ん
。
学

習
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▽
学
校
で
の
出
来
事
な
ど
に
つ
い

て
家
の
人
と
話
し
て
い
る
子
ど
も

は
、
中
学
校
で
の
伸
び
は
あ
る
も

の
の
75
％
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
対
策

 【
学
校
で
の
取
り
組
み
】

▽
子
ど
も
自
ら
が
し
っ
か
り
考
え
、

自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
説
明
し

た
り
し
て
共
に
学
び
合
う
授
業
に

向
け
て
さ
ら
に
工
夫
改
善
を
図
り

ま
す
。

 

▽
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
達
成
感

や
満
足
感
を
も
ち
、
自
信
を
も
っ

て
活
動
で
き
る
学
級
経
営
に
努
め

ま
す
。

▽
個
に
応
じ
て
よ
り
き
め
細
か
な

指
導
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
指
導

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
ま
す
。

▽
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
接
続
に
向
け
て
、
小
中
連
携
・

小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

▽
家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
学
力

向
上
や
生
活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
】　

▽
学
力
調
査
結
果
を
分
析
、
考
察

し
た
上
で
学
力
向
上
策
を
示
し
、

学
校
経
営
、
学
習
指
導
等
へ
の
指

導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
八
女
市
独
自
の
少
人
数
指
導
教

員
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
図

書
司
書
等
の
効
果
的
な
配
置
と
活

用
の
継
続
・
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

▽
小
中
連
携
・
小
中
一
貫
教
育
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
し
、
授

業
改
善
や
生
徒
指
導
等
を
重
視
し

た
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
学
校
の
教
育
課
題
解
決
お
よ
び

教
師
の
指
導
力
向
上
の
た
め
「
教

育
研
究
所
」
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。

▽
学
習
、進
路
、不
登
校
、い
じ
め
、

し
つ
け
等
、
教
育
活
動
の
相
談
窓

口
と
な
る
「
八
女
市
教
育
相
談
室
」

「
適
応
指
導
教
室
」
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
り
ま
す
。

▽
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進

し
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
、
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
お
よ
び
地
域
学

校
協
働
活
動
の
導
入
を
さ
ら
に
推

進
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
ご
家
庭
へ
の
お
願
い
】 

  

ご
家
庭
で
、
よ
り
よ
い
生
活
習

慣
（
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん

な
ど
）
や
学
習
習
慣
（
家
庭
学
習

な
ど
）
を
身
に
付
け
さ
せ
、
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
温

か
い
見
守
り
を
続
け
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
学
力
は
確
実
に
伸
び
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
・
ス
マ
ホ
等
の
使

用
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
の
時
間
が
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
時
に
は
問
題
行
動
や

事
件
に
つ
な
が
る
こ
と
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で

お
子
さ
ん
と
十
分
話
し
合
い
を
し

て
い
た
だ
き
、
約
束
を
守
っ
て
適

正
な
使
用
が
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

質問項目 学校種別 八女市 全国

朝食を毎日食べていますか
小学校 93.5 95.3
中学校 93.5 93.1

毎日、同じくらいの時刻に寝てい
ますか

小学校 76.3 81.4
中学校 74.2 78.0

学級で話し合ったことに協力して取
り組みうれしかったことがありますか

小学校 84.8 84.1
中学校 87.9 82.8

学校の決まりを守っていますか
小学校 94.3 92.3
中学校 97.3 96.2

家で自分で計画を立てて勉強して
いますか

小学校 73.4 71.5
中学校 53.8 50.4

１日当たりの家庭学習時間
（小：１時間以上、中：２時間以上）

小学校 76.8 66.1
中学校 28.3 35.5

これまで課題解決に向けて自分で
考え自分から取り組みましたか

小学校 72.4 77.7
中学校 71.1 74.8

解答を文章で書く問題で、最後ま
で書く努力をしましたか

小学校 85.2 80.4
中学校 88.4 79.8

家の人と学校でのことについて話
しますか

小学校 75.1 77.4
中学校 76.7 76.4

児
童・
生
徒
質
問
紙（
生
活
や
学
習
状
況
の
様
子
）
の
結
果

　

学
力
調
査
と
合
わ
せ
て
、
生
活
習
慣
や
学
習
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
小
学
校

58
項
目
、
中
学
校
69
項
目
）。
質
問
紙
調
査
の
た
め
、「
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」
を
肯
定

的
な
回
答
と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
学
力
は
学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
生
活
習
慣
や
生
活
環

境
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

※全体を 100 とした割合（％）を示しています。
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教育部長
学校教育課
社会教育課
スポーツ振興課
文化振興課
人権・同和教育課

事務局

教育委員会

委
員

委
員

教
育
長

教
育
長

職
務
代
理

委
員

八女市教育委員会の組織

・教育長と4 人
の委員で構成
・教育長の任期
は 3 年
・委員の任期は
4 年

八女市教育委員会の紹介
　八女市教育委員会は、「八女市教育の日を定める
条例」を施行して以来、八女市を愛しふるさとに誇
りを持つ子どもたちを育むためにさまざまな取り組
みを行っています。

八
女
市
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
を

育
も
う

◦開催日　11 月３日㈷　13 時～
◦会　場　おりなす八女 ハーモニーホール
◦主　催　八女市教育委員会

【
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
】

「
八
女
ふ
る
里
学
」
で
学
習
し
た

事
の
発
表
＝
岡
山
小
学
校
、
上

陽
北
汭
学
園

【
中
学
校
】

広
島
市
平
和
学
習
事
業
＝
市
内

中
学
生
代
表

吹
奏
楽
演
奏
＝
南
中
学
校

中
学
生
の
主
張
（
弁
論
）
＝

▽
南
中
学
校
３
年　

中
原
心
音

さ
ん

▽
見
崎
中
学
校
３
年　

川
口
夏

未
さ
ん

文
化
発
表
会
（
発
表
順
未
定
）

教育機関
【小学校 14 校】
福島小学校 
長峰小学校 
上妻小学校 
三河小学校 
八幡小学校 
忠見小学校 
川崎小学校 
岡山小学校 
黒木小学校 
黒木西小学校
筑南小学校 
立花小学校 
矢部小学校 
星野小学校

【中学校 9 校】
福島中学校 
南中学校 
見崎中学校 
西中学校
黒木中学校 
筑南中学校 
立花中学校
矢部中学校
星野中学校

【義務教育学校
　　　　  １校】
上陽北汭学園

【教育研究所】
【教育相談室】
【適応指導教室】

　

環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
展
示
や
体
験
を
通
じ

て
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
く

ら
し
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
な
る
よ
う
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
揃
っ
て
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
環
境
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品

の
展
示
を
Ａ
コ
ー
プ
八
女
店

に
て
11
月
1
日
㈮
か
ら
11

月
15
日
㈮
ま
で
行
い
ま
す
の

で
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
12

時
～
16
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
桜

カ
フ
ェ
他

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環

境
衛
生
協
議
会
事
務
局
（
環

境
課
）
☎
２
３
・
１
４
６
２

講
　
演

令
和
元
年
度　
「
八
女
市
教
育
の
日
」
事
業

「
八
女
市
教
育
の
日
」
と
の

共
同
イ
ベ
ン
ト

八
女
エコ
キ
ャン
ペ
ー
ン

２
０
１
９

身
近
な
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
よ
う
！

◦
演
題
＝
「
宇
宙
の
新
し
い
利

用
を
め
ざ
し
て
～
超
小
型
衛
星

に
よ
る
大
学
の
宇
宙
開
発
へ
の

挑
戦
～
」

◦
講
師
＝
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学
専

攻
教
授　

中
須
賀
真
一
先
生

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

※
当
日
は
託
児
所
を
設
置
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
10
月
28
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込･

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教

育
課
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５

４
）八

女
市
教
育
の
日
と
は･･･

　

八
女
市
民
の
教
育
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
本

市
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
を
愛
し

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に
「
八

女
市
教
育
の
日
」
を
平
成
16

年
に
条
例
制
定
し
ま
し
た
。
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来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保

育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」
を
左
記
の
日

程
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
新
規
・
転

園
の
申
し
込
み
の
場
合
は
、
見
学
期
間
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
事
前
に
施
設
を
見
学
さ
れ
て
希
望
施

設
を
決
定
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

見
学
期
間
は
、
10
月
21
日
㈪
～
26
日
㈯

で
す
。事
前
に
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
た
提
出
書
類
を
受
付
期
間
内
に
第
一
希

望
の
施
設
の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施
設
に
継
続

し
て
入
所
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
育
所
お
よ
び
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
各
支
所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
表
中
※
印
の
あ
る
施
設
へ
初
め

て
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の

面
接
も
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に
必
要
な
書

類
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所

お
よ
び
各
施
設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
を
希
望
す
る
人
で
、
都
合
に
よ

り
所
定
の
日
程
で
手
続
き
が
で
き
な
い
場

合
は
、
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象
は

11
月
29
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
た
人
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
以
外
を
希
望
の
人
は
各

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
所
の
決
定
は
、
受
付
先
着
順
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は
支
給
認
定
現

況
届　

②
勤
務
証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用

者
の
み
）
③
認
印　

④
入
園
願
書
（
保
育

所
以
外
へ
の
新
規
申
し
込
み
の
人
）

◦
保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
＝
▽
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係(

☎

２
３・１
３
５
１)

、
▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
施
設
は
、
直
接

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

入
所
申
し
込
み
お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

■幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の

区分 施設名 電話番号 受付会場 受付日 受付時間

公
立
保
育
所

福島保育所 ※ 23-0953

各施設
 11月5日㈫ 
　　～ 7日㈭

9:00~18:30長峰保育所 ※ 22-4626

北山保育所 ※ 23-5226

私
立
保
育
所

三河保育園 22-5026
◦在園継続児
各施設または
市役所本庁
子育て支援課

◦新規・転園
市役所本庁
子育て支援課

 11月1日㈮ ･
     5日㈫～ 8日㈮

各施設
＝開所時間
市役所
＝8:30 ～19:00

八幡保育園 22-4826

八女中央保育園 24-5254

上妻保育園 22-4426

川崎保育園 22-3213

忠見保育園 22-3060

岡山保育園 22-4726

みつとも保育園 37-1336 立花支所
（市民生活福祉課）

 11月5日㈫
　　～ 7日㈭

 11月5日㈫･
         7日㈭
= 8:30 ～17:15
 11月6日㈬
= 8:30 ～19:00

辺春保育園　　 37-1229

黒木保育園 42-4148
黒木支所

（同上）
あゆみ保育園 42-3550

本分保育園 42-0221

木屋保育所 42-1880

矢部保育園　 47-2510 矢部支所（同上）

星野保育所星光園 52-2046 星野支所（同上）

幼稚園 福島幼稚園 22-6500

各施設

 11月1日㈮  8:00 ～17:00

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 24-3412  11月1日㈮  9:00 ～12:00

白百合幼稚園 22-3312  11月1日㈮ 14:00 ～16:00

つくし幼稚園 54-2050  11月7日㈭ 14:00 ～17:00

ふじなみ幼稚園 42-3155  11月1日㈮  9:00 ～15:00

小
規
模　

保
育
施
設

洋光はうす保育園 ※ 24-8886  11月１日㈮･5日㈫･6日㈬  9:00 ～16:00

さくらんぼ保育園 ※ 24-5532  11月5日㈫～6日㈬  9:00 ～17:00

どんぐりの森保育園 ※ 22-3869  11月5日㈫～8日㈮ 10:00 ～18:00
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「
妊
娠
糖
尿
病
」と
は
、
妊
娠
中
に
発
見
ま
た
は
発

症
し
た
糖
代
謝
異
常（
血
糖
値
が
高
い
状
態
）で
す
。

す
い
臓
で
作
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は

血
糖
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
量
や
働

き
が
不
十
分
と
な
り
、
血
糖
の
調
整
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
っ
た
状
態
、
つ
ま
り
血
糖
が
正
常
域
よ
り
も

高
く
な
る
こ
と
を
糖
代
謝
異
常
と
い
い
ま
す
。
妊
娠

す
る
と
胎
盤
か
ら
出
る
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
抑
え
ら

れ
、
ま
た
胎
盤
で
イ
ン
ス
リ
ン
を
壊
す
働
き
の
酵
素
が

で
き
る
た
め
、
妊
娠
し
て
い
な
い
時
と
比
べ
て
イ
ン
ス

リ
ン
が
効
き
に
く
い
状
態
と
な
り
、
血
糖
が
上
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
特
に
妊
娠
後
半
は
高

血
糖
に
な
る
場
合
が
あ
り
、一
定
の
基
準
を
超
え
る
と

「
妊
娠
糖
尿
病
」
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

妊
娠
の
糖
代
謝
異
常
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。

①
妊
娠
糖
尿
病
…
妊
娠
中
に
発
見
ま
た
は
発
症
し
た

糖
代
謝
異
常

②
糖
尿
病
合
併
妊
娠
…
糖
尿
病
と
言
わ
れ
て
い
た
人

が
妊
娠
し
た
状
態

③
妊
娠
中
の
明
ら
か
な
糖
尿
病
…
妊
娠
中
に
発
症
し

た
糖
尿
病
や
妊
娠
前
か
ら
糖
尿
病
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
診
断
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
糖
代
謝
異
常
な
ど

　
■
肥
満

■
以
前
に
４
０
０
０ｇ
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん
だ
こ

と
が
あ
る
人

■
家
族
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る

■
原
因
不
明
の
流
産
・
早
産
・
死
産
の
経
験
が
あ
る

人■
高
年
妊
娠（
35
歳
以
上
）

■
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
の
人
、
ま
た
は
過
去
に
既
往

が
あ
る
人

■
尿
糖
の
陽
性
が
続
く
場
合

■
羊
水
過
多
（
羊
水
が
多
い
）
の
状
態
の
人

　

チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
り
糖
尿

病
が
進
展
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　　

妊
娠
中
の
母
体
だ
け
で
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
合

併
症
の
リ
ス
ク
が
上
が
り
ま
す
。

◦
母
体
の
合
併
症
…
流
産
・
早
産
・
妊
娠
高
血
圧
症

候
群
・
感
染
症
・
帝
王
切
開
率
の
上
昇
・
将
来
の
糖

尿
病

◦
赤
ち
ゃ
ん
の
合
併
症
…
【
胎
児
期
】
巨
大
児
・
子

宮
内
胎
児
死
亡
【
新
生
児
期
】
低
血
糖
・
呼
吸
障
害

【
小
児
期
以
降
】
肥
満
・
糖
尿
病
な
ど

　

妊
娠
糖
尿
病
は
産
後
、
血
糖
値
が
正
常
化
す
る
こ

と
が
多
く
、
妊
娠
時
に
診
断
さ
れ
た
明
ら
か
な
糖
尿

病
で
あ
っ
て
も
産
後
の
再
診
断
で
正
常
型
あ
る
い
は

境
界
型
を
示
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
な
ど
で
血
糖

値
に
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
、
経
口
ブ
ド
ウ
糖
負

荷
試
験
を
受
け
ま
す
。
こ
れ

は
ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か
し
た
液

体
を
飲
み
、
血
糖
値
の
変

化
を
測
定
す
る
検
査
で
す
。

一
般
的
な
糖
尿
病
の
診
断
基

準
と
比
べ
て
厳
し
い
数
値
に

設
定
さ
れ
て
い
て
、
下
記
の

数
値
が
1
つ
で
も
当
て
は
ま

れ
ば
、治
療
を
開
始
し
ま
す
。

　

妊
娠
糖
尿
病
は
出
産
後
正
常
値
に
な
っ
て
も
、
将

来
正
常
血
糖
の
妊
婦
に
比
べ
て
約
７・４
倍
糖
尿
病
に

な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
出
産
後
も
食

事
や
運
動
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
気
を
配
り
、
必

ず
産
後
１
～
３
か
月
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
血
糖

値
が
正
常
値
に
戻
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
血
糖
値
が
正
常
値
に
戻
っ
て
い
て
も
定
期
的
に
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
八
女
市
で
は
健
康
相
談
や
子

育
て
相
談
、
乳
幼
児
健
診
等
で
も
相
談
を
受
付
け
て

い
る
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

妊
娠
糖
尿
病
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
？

産
後
気
を
付
け
る
こ
と
は
？

ど
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
？

ど
ん
な
影
響
が
あ
る
？

妊娠中の
糖尿病に気をつけましょう

健 康 コ ラ ム

経口ブドウ糖負荷試験（血液検査）
空腹時血糖 92mg/㎗以上
1 時間値 180mg/㎗以上
2 時間値 153mg/㎗以上

妊
娠
糖
尿
病
は
血
液
検
査
で
わ
か
り
ま
す

【妊娠糖尿病の診断基準】
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　住民の皆さんの健やかな毎日の
ために、健康相談を行っています。
保健師が健康に関するいろいろな
相談に応じます。

（《※》を記した会場では、管理栄
養士による栄養相談も行います）
予約優先。ご希望の人は、電話で
予約を受けています。
◦11月8日㈮10時～ 10時40分
星野支所
◦11月11日㈪10時～ 10時40分
八女市保健センター 《※》
◦11月13日㈬10時～ 10時40分
上陽支所 《※》
◦11月14日㈭14時～ 14時40分
矢部支所
◦11月18日㈪10時～ 10時40分
立花市民センター 《※》
◦11月26日㈫10時～ 10時40分
黒木支所

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～14時15分
◦月日・対象
11月12日㈫＝10か月児（平成31年
1月生）健康診査
11月20日㈬＝4か月児（令和元年7
月生）健康診査

11月26日㈫＝1歳6か月児（平成30
年4月生）健康診査
11月28日㈭＝3歳児（平成28年10
月生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝11月19日㈫13時30分 ～
14時30分
◦対象＝1歳6か月児（平成30年3
月～ 4月生）／ 3歳児（平成28年
9月～ 10月生）健康診査
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員12人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝11月21日㈭ 10時～ 12時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、4か月児健診で配布した
離乳食冊子

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談くだ

さい。身長・体重測定もできます。
母子健康手帳をお持ちください。
相談日以外でも、窓口や電話で子
育て相談を行っています。
◦11月6日㈬ 9時30分～ 10時30
分／やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの、成長
発達面に不安がある人です。予約
制のため、ご希望の人は電話で予
約を受けています。
◦申込・問い合わせ＝子育て世代
包括支援センター（☎24・8282）

　
　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝11月20日㈬13時30分から
15時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟

乳幼児心理相談

11
月
の
各
種
相
談
・
健
診

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

お茶の香りのチキンソテー

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

176Kcal
13.8g
8.8g
8.9g

338mg
24mg
27mg
0.9mg

1.6g
0.5g

1人分あたりの栄養価
【作り方】
①パン粉と茶葉は混ぜておく。
②鶏むね肉は食べやすい大き
さに切り、たたいて、塩こしょ
うをして、「薄力粉」、「溶き卵」、

「①」の順に衣をつける。
③熱したフライパンに油をひ
き、②の鶏肉を両面焼いて、
火を通す。
④皿にサニーレタスとトマトと
共に盛り付け、粒マスタードと
ケチャップを合わせてかける。

八女市食生活改善推進会黒木支部の生活習慣病予防教室で作っ
たレシピです。鶏むね肉を使い、揚げ焼きにすることでヘルシー
にできます。ぜひ、作ってみてください。

毎日の食卓に野菜料理を一品プラス。野菜を１日350ｇ以上食べましょう。

【材料】4人分
鶏むね肉（皮なし）･･･200ｇ、塩・こしょう･･･少々、
薄力粉･･･大さじ1、溶き卵･･･1/2個分、パン粉･･･25ｇ、
茶葉（八女茶）･･･4ｇ、なたね油･･･大さじ1･1/2

［付け合わせ］
サニーレタス･･･2枚、
トマト･･･1個、粒マ
スタード･･･小さじ
1/2、ケチャップ･･･
大さじ1
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こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
い
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時

期
と
な
り
ま
す
。
予
防
の
基

本
は
、
手
洗
い
と
う
が
い
、
湿

度
（
50
～
60
％
）
を
保
つ
こ
と
、

十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取
で

す
。
ま
た
対
策
に
は
、
予
防
接

種
が
有
効
で
す
。
接
種
後
、
2

週
間
ほ
ど
で
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫

が
で
き
、
効
果
は
約
５
か
月
間

持
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

◦
実
施
時
期
＝
10
月
15
日
㈫
～

12
月
31
日
㈫

◦
対
象
＝
①
満
65
歳
以
上
の
人

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

に
機
能
の
障
害
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
）
を
有
す
る
人

◦
接
種
場
所
＝
福
岡
県
内
の
医

療
機
関
、
老
人
保
健
施
設
等

◦
接
種
回
数
＝
1
回

◦
接
種
料
金
＝
個
人
負
担
１
５

０
０
円
（
医
療
機
関
に
支
払
い
）

◦
個
人
負
担
金
の
免
除
対
象
者

＝
①
お
よ
び
②
の
対
象
者
で

【
生
活
保
護
世
帯
の
人
】
証
明

書
を
福
祉
課
生
活
支
援
係
（
☎

２
３
・
１
３
５
０
）
で
発
行
。

【
非
課
税
世
帯
の
人
】
健
康
推

進
課
（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）、

各
支
所
（
市
民
生
活
福
祉
課
）

で
高
齢
者
予
防
接
種
費
用
免
除

証
明
書
を
発
行
。

 

そ
の
ほ
か
、
非
課
税
世
帯
の

人
は
、
有
効
期
限
内
の
「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
」「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
も
免
除
の
証
明

に
な
り
ま
す
。
接
種
の
際
に

証
明
書
お
よ
び
認
定
証
を
医

療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
負
担
金
支
払
い
後
の
払
い

戻
し
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
医
療
機
関
、
施

設
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
接
種
す
る
時
は
、
必
ず
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン

セ
ル
等
も
必
ず
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
接
種
で
き
な
い
医
療

機
関
も
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

季
節
性 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
に
な
り
ま
す

　

八
女
市
で
は
、
市
内
で
新
規
創
業
を
予
定
し
て
い

る
人
を
対
象
に
補
助
制
度
を
創
設
し
、
八
女
市
商

工
会
お
よ
び
八
女
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
商
工
・
企
業
誘
致
課
商
工
振
興

係（
☎
２
３・１
１
８
９
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
補
助
制
度
の
活
用
は
、
左
記
の
創
業

塾
を
受
講
す
る
こ
と
が
申
請
要
件
で
す
。
ま
た
、
本

年
度
中
に
創
業
し
な
く
て
も
、
事
前
に
受
講
す
る
こ

と
で
、
次
年
度
の
創
業
時
期
に
選
択
肢
が
広
が
り
ま

す
。
今
年
度
最
後
の
創
業
塾
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

創
業
に
お
け
る
知
識
習
得
や
新
規
開
業
時
の
具

体
的
な
事
業
計
画
・
資
金
計
画
の
立
て
方
、
実
践
的

な
経
営
な
ど
、
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

開
催
す
る
短
期
集
中
型
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◦
受
講
料
＝
八
女
市
民
３
千
円
、
八
女
市
民
以
外
５

千
円
※
申
込
時
住
所

◦
定
員
＝
20
人
程
度

◦
開
催
日
＝
11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰
※
２
日
間
と
も

受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦
開
催
時
間
＝
両
日
と
も
９
時
～
17
時
（
予
定
）

◦
開
催
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
市
商
工
会（
☎
４
２・

０
１
５
３
）
▽
八
女
商
工
会
議
所
（
☎
２
２
・
５
１

６
１
）

「
八
女
市
新
規
創
業
補
助
金
」の

申
請
や
新
規
創
業
資
金
等
の

借
り
入
れ
予
定
の
皆
さ
ま
へ

八
女
創
業
塾
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

　もの忘れについてご心配な人・認知症に関
わる全ての人対象に開催します。参加費無料。
◦内容＝それぞれの立場から支え合いを考え
る。本人の声・家族の声・支え合いを考える（ポ
ジティブケアの紹介）◦日時＝11月９日㈯ 14
時～ 15 時 30 分（13 時 30 分受付～）◦場所
＝おりなす八女第３研修室◦定員＝ 50 人程度
◦申込締切＝11月５日㈫※当日参加も可
◦申込・問い合わせ＝認知症カフェロザリ―・
サンゴ　（☎０９４２・６５・７８０４）

市民向け講座「認知症」
知っておきたい心の声

　１０月から始めたびんの色分けのポイントをお
知らせします。
・びんの色は口の部分の色で判
断する。
・透明びん、茶色びんを分ける。
・透明びんは、びんの口の部分
が無色透明のびんです。

・茶色以外の中間色は、その他の色びんに分ける。
・残ったびんは、その他の色びんに分ける。
◦問い合わせ＝環境課（☎２３・１４６２）また
は各支所市民生活福祉課

びんの色分けの方法について

ご活用
ください

早めの
接種を

若年認知症介
護者の会「ロー
ズ・マリー」主催
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◦
申
込
方
法
＝
申
込
書
を
総
合

体
育
館
に
提
出
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
総
合
体
育
館
窓
口
お
よ

び
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

幼
児
向
け
の
遊
び
感
覚
で
楽

し
め
る
体
力
チ
ェ
ッ
ク
。
講
師
に

発
案
者
の
新
潟
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
渡
邉
先
生
を
お
迎

え
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
11
月
２
日
㈯
13
時
30

分
～
16
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
参
加
対
象
者
＝
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
、
保
護
者
、
幼
稚
園・保
育
所・

学
校
の
先
生
な
ど

◦
内
容
＝
レ
ク
式
体
力
チ
ェ
ッ
ク

の
実
技
と
親
子
で
家
庭
で
で
き
る

遊
び
（
運
動
）
の
紹
介

◦
参
加
方
法
＝
電
話
も
し
く
は

メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
氏

名
（
団
体
名
）
と
人
数
を
連
絡

く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

Qsports@
city.yam

e.lg.jp

と
わ
ら
べ
館（
☎
５
４・２
４
４
２
）

　

黒
木
町
笠
原
で
バ
イ
オ
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
懐
か
し
い
日
本
の
歌
な
ど
、
秋

の
里
山
に
響
く
音
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
９
日
㈯
14
時
～

◦
会
場
＝
笠
原
東
交
流
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
の
森
」
屋
内
運
動
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
笠
原
里
山
振

興
会
松
尾
さ
ん
（
☎
４
２
・
４
３

８
８
）
▽
黒
木
支
所
産
業
経
済

課
農
政
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
の

交
流
の
場
と
し
て
、
誰
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

を
開
催
し
ま
す
。
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
発
表
会
や
健

康
相
談
、
福
祉
バ
ザ
ー
等
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
11
月
９
日
㈯
９
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
内
容
＝
車
い
す
競
技
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
発
表
会
、
健
康
相
談
な
ど

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

毎
月
第
２・第
４
日
曜
日
に
開
催
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

地
元
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
に
よ
る
、
餅
つ
き
や

ま
ん
じ
ゅ
う
の
販
売
な
ど
、
山
里

の
魅
力
満
載
の
お
祭
り
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
10
時
～

15
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ

　

と
び
か
た
映
画
村
実
行
委
員

会
で
は
、「
山
下
清
物
語 

裸
の

大
将
放
浪
記
」
を
上
映
し
ま
す
。

放
浪
の
天
才
画
家
と
し
て
今
な

お
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
山
下
清
の
生
涯
を
、
感
動
と

ユ
ー
モ
ア
で
描
き
ま
す
。
入
場
料

無
料
、
定
員
１
０
０
人
（
先
着
）

◦
日
時
＝
10
月
19
日
㈯
18
時
開

場
、
18
時
30
分
開
演

◦
会
場
＝
白
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

会
長 

橋
本
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

７
４
４
０
・
４
５
８
７
）

◦
日
時
・
内
容
＝
10
月
26
日
㈯

《
マ
ル
シ
ェ
》
11
時
～
17
時
40
分

お
い
し
い
楽
し
い
お
店
が
勢
揃
い

《
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
》

①
13
時
～
②
18
時
～　

茶
の
く

に
親
善
大
使
コ
ジ
ー
ア
ッ
シ
ュ
に

よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

※
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
２
５
０
０
円

（
当
日
３
０
０
０
円
）、
学
生
１
５

０
０
円
、
幼
児
無
料

◦
会
場
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

◦
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
い
合
わ
せ

＝
同
館
（
☎
５
４
・
２
１
５
０
）

２
０
１
９
里
山
コ
ン
サ
ー
ト

お
知

ら
せ

遊
び
感
覚
で
楽
し
め
る
「
レ
ク

式
体
力
チ
ェ
ッ
ク
」
研
修
会

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
八
女
２
０
１
９

八
女
軽
ト
ラ
市

と
び
か
た
映
画
村
上
映
会

総合
芸能祭 11/10㈰10時～ おりなす八女

　ハーモニーホール
美術展 11/6㈬～10㈰ 岩戸山歴史文化交流館

水墨展 11/5㈫～9㈯ おりなす八女
　はちひめホール

写真展
11/6㈬～9日㈯

おりなす八女研修棟
書道展 八女文化会館
茶 会 11/3㈷

おりなす八女研修棟
華道展 11/2㈯・3㈷
謡曲
大会 11/3㈷10時～ おりなす八女

　はちひめホール
短歌会 11/10㈰10時～

おりなす八女研修棟
俳句会 11/10㈰
表彰式 11/24㈰10時～ 岩戸山歴史文化交流館

【展示部門】 写真
展・俳句展・短歌展・
クラフト展・華道
展・パッチワーク展・
書道展・美術展

11/2 ㈯～ 11/5
㈫ 9 時～

黒木
体育館

幼 稚 園・保 育園・
小学校児童作品展

ふじの
里

芸能大会第 1 部 11/2㈯9時30分開
会式、10時開演

黒木
開発セ
ンター芸能大会第 2 部 11/3㈷10時開演

お茶会 11/3㈷
10時～ 15時頃

ふじの
里

第 64 回八女総合文化祭

くろぎ文化祭

問い合わせ＝文化振興課（☎24・8163）

問い合わせ＝井手さん（☎090・4992・3624）

八
女
上
陽
わ
ら
べ
祭
り

八
女
っ
子
マ
ル
シ
ェ
と

C
O

ZY
&

AM
IS

コ
ン
サ
ー
ト

教
室
・
講
座

も
よ
お
し
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各
種
表
彰
を
用
意
）

◦
申
込
＝
11
月
２
日
㈯
ま
で
に
八

女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。
※
申
込
書
は
総
合
体
育

館
お
よ
び
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

各
募
集
区
分
の
試
験
実
施
要

項
な
ど
詳
細
は
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
区
分
・
採
用
予
定
人
数

▽
事
務
職
員 

若
干
名
▽
電
気
主

任
技
術
者 

１
人
▽
診
療
放
射
線

技
師 

１
人
▽
臨
床
検
査
技
師 

若

干
名
▽
作
業
療
法
士 

若
干
名

◦
採
用
予
定
日
＝
４
月
１
日

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合

病
院
企
業
団
総
務
課
人
事
係（
☎

２
３・４
１
３
１
）

【
社
会
人
入
試
】

◦
資
格
＝
20
歳
以
上
の
人
（
平
成

12
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

◦
願
書
受
付
＝
10
月
18
日
㈮
～

11
月
７
日
㈭

◦
試
験
日
＝
11
月
10
日
㈰

◦
試
験
科
目
＝
作
文
、
面
接

【
一
般
入
試
】

◦
資
格
＝
中
学
校
以
上
を
卒
業

し
た
人
、
年
齢
不
問
。

◦
願
書
受
付
＝
11
月
26
日
㈫
～

12
月
５
日
㈭

◦
試
験
日
＝
12
月
７
日
㈯

◦
試
験
科
目
＝
国
語
・
数
学
、
作

文
・
面
接

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

◦
日
時・場
所
＝
▽
11
月
15
日
㈮

三
河
小
体
育
館
▽
22
日
㈮
総
合

体
育
館
、17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
一
般
６
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

今
回
は
商
業
簿
記
前
半
の
講

座
を
開
催
。
後
半
は
次
年
度
開

催
し
ま
す
。
定
員
25
人
（
先
着
）

◦
期
間
＝
11
月
21
日
㈭
～
２
月
20

日
㈭
の
毎
週
木
曜
日
、
18
時
～

21
時
。
年
末
年
始
除
く
全
12
回
。

◦
場
所
＝
八
女
商
工
会
館
２
階

◦
受
講
料
＝
８
千
円
別
途
教
材
費

◦
申
込
＝
11
月
８
日
㈮
ま
で
に
八

女
法
人
会
（
☎
２
２
・
３
３
９
１
）

　

実
用
性
の
あ
る
雑
貨
作
り
を

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
各
定
員
10
人
、
要
申
込
。

①
《
牛
乳
パ
ッ
ク
の
イ
ス
》
10
月

26
日
㈯
／
材
料
費
１
０
０
円

②《
牛
乳
パ
ッ
ク
ボ
ー
ル（
籠
型
）》

11
月
９
日
㈯
／
千
代
紙
持
参

③
《
鉛
筆
立
て
》
12
月
７
日
㈯

／
千
代
紙
持
参

◦
時
間
＝
13
時
～
15
時

◦
申
込
＝
多
世
代
交
流
館
共
生

の
森
（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　

10
月
31
日
㈭
ま
で
受
付
中
。

◦
期
日
＝
11
月
４
日
㉁

◦
場
所
＝
桜
公
園
運
動
広
場

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
１
人
２
０
０

円
▽
会
員
無
料　
　
　

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス

ク
ラ
ブ
（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
対
象
、
医

療
法
人
柳
育
会
杯
。
収
益
金
は
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
出
場

の
際
に
激
励
費
と
し
て
交
付
し
て

い
ま
す
。
八
女
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
11
月
23
日
㈷

◦
会
場
＝
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◦
募
集
人
員
＝
２
０
０
人（
50
組
）

◦
参
加
資
格
＝
な
し

◦
プ
レ
ー
費
＝
①
キ
ャ
デ
ィ
付
１

万
３
０
０
０
円
②
セ
ル
フ
１
万
１

５
０
０
円 

※
①
②
食
事
券
付

◦
参
加
費
＝
２
千
円
（
参
加
賞
と

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ 

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団

八
女
市
体
育
協
会
第
12
回
ス

ポ
ー
ツ
振
興
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

多
世
代
交
流
館
「
暮
ら
し
に

役
立
つ
リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
」

日
商
簿
記
２
級
研
修

　各家庭で役目を終えた仏壇、仏
具を供養・処分します。なお、原
則持ち込みで、事前申し込みが必
要です。
◦日時＝10月27日㈰10時～
◦場所＝八女伝統工芸館敷地内八
女福島佛壇元祖之碑前
※雨天時八女伝統工芸館内
◦供養料＝①仏壇１万円～②仏
具・小物3000円～
◦問い合わせ＝八女福島仏壇仏具
協同組合（☎２４・３９４１）

　国指定伝統的工芸
品八女福島仏壇の展
示会です。歴史に裏
打ちされた匠の技に
よる八女福島仏壇、
厳選された各社自慢の作品が勢揃
いします。期間中、仏壇相談コー
ナーや各種イベントも行います。
◦日時＝10月26日㈯～ 11月10日㈰
9時～ 17時、最終日16時まで※10
月28日㈪休館
◦会場＝八女伝統工芸館特設会場
◦入場料＝無料
◦問い合わせ＝八女伝統工芸館

（☎22・3131）

八女福島仏壇フェア
匠の技の祭典

仏壇感謝供養祭

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

募
　
集

試
　
験

柳
川
山
門
医
師
会
看
護
高
等

専
修
学
校

　八女市成人式を次のとおり開催
します。八女市に住民登録がある
対象者には、11月下旬に案内状を
お届けします。もし案内状が届か
ない場合は、社会教育課にご連絡
ください。住民登録がない人でも
成人式に参加できますが、案内状
が必要な人は社会教育課までご連
絡ください。
◦日時＝令和 2 年 1月12日㈰ 10
時 30 分～（開場 10 時～）◦会
場＝おりなす八女ハーモニーホー
ル◦対象＝平成 11年 4 月2日～
平成 12 年 4 月1日に生まれた人
◦問い合わせ＝社会教育課

（☎ 23・1318）

成
人
式
の

お
知
ら
せ
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は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。労
働
力
調
査
は
、

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道

府
県
の
雇
用
・
失
業
対
策
の
た
め

に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
は
、
無

作
為
に
ど
な
た
に
も
選
定
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
統
計
調

査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
に
調
査
の

お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査

員
の
説
明
を
お
聞
き
の
上
、
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
総
務
省
統
計
局
・
福
岡
県
】

　

１
９
８
９
年
の
国
際
連
合
総

会
で
採
択
さ
れ
、
我
が
国
で
は
１

９
９
４
年
に
発
効
し
た
「
児
童
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」
は
、
18

歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
権

利
や
自
由
を
尊
重
し
、
子
ど
も

に
対
す
る
保
護
と
援
助
を
図
り
、

そ
の
健
や
か
な
成
長
や
幸
せ
の
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
子

ど
も
の
権
利
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
条
約
の
主
な
内
容
】

▽
子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
こ
と

や
遊
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
す
。▽
子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、

信
じ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
す
。
▽
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
に
保
護
と
援
助
が
与

え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
▽
子
ど
も

は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
、
虐

待
な
ど
の
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら

れ
る
べ
き
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
私
学
振

興
・
青
少
年
育
成
局
政
策
課
（
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
３
４
）

　

労
働
問
題（
労
働
条
件・解
雇・

残
業
代
未
払
い
・
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
等
）、
年
金
、（
老
齢
年
金・

障
害
年
金
等
）
な
ど
の
相
談
に
、

対
応
。
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
10
月
19
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
西
鉄
久
留
米
駅
東
口

ロ
ー
タ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
社
会
保
険
労

務
士
会
県
南
支
部
事
務
局
（
☎

０
９
４
２
・
３
６
・
４
５
６
１
）

※
月
・
火
・
木
・
金
10
時
～
16
時

　

総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
を

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

場　所 日にち 時　間
【三河地区】
三河小学校

11月1日
㈮

10:00～11:30、
12:30～15:30

【黒木地区】
ふじの里

11月15日
㈮

10:00～12:30、
13:30～15:30

ご
存
知
で
す
か
「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」

一
　
般

相
　
談

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談

　この度、国道３号（吉田地区）にお
いて、歩行者等の安心・安全な歩行
空間の確保を目的とした歩道橋設置
工事を行います。その工事を夜間全
面通行止めで行います。工事施工に
伴い、近隣にお住まいの皆さまおよび
道路利用者には何かとご不便ご迷惑
をお掛けしますが、工事へのご理解と
ご協力をお願いします。
◦規制日時＝10 月25日㈮午前 0 時
30 分～午前 5 時 ※予備日10 月29
日㈫午前 0 時 30 分～午前 5 時
◦通行止め区間＝八女市吉田交差点
～広川町川瀬交差点の間※迂回路は
設置します。
◦問い合わせ＝国土交通省九州地方
整備局 福岡国道事務所久留米維持出
張所 （☎ 0942・21・2734）

　
乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
一

定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
取
引
を
し
た
と
き
は
、
国
土

利
用
計
画
法
に
よ
り
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
八

女
市
内
で
は
山
林
売
買
が
多
く
、
無
届
け
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
土
地
の
売
買
等
の
契
約
を
さ
れ

た
場
合
は
、
2
週
間
以
内
に
市
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
】

⃝

取
引
の
形
態
＝
売
買
、交
換
、

営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代

物
弁
済
、
現
物
出
資
、
共
有

持
ち
分
の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃

借
権
の
設
定
・
譲
渡
、
予
約
完

結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡
、
信

託
受
益
権
の
譲
渡
、地
位
譲
渡
、

第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約

⃝

取
引
の
規
模
＝
①
市
街
化
区

域
２
０
０
０
㎡
以
上
／
② 

①

を
除
く
都
市
計
画
区
域
５
０
０

０
㎡
以
上
／
③
都
市
計
画
区

域
以
外
の
区
域
１
万
㎡
以
上

【
届
出
の
手
続
き
】

⃝

届
出
者
＝
土
地
の
権
利
取
得

者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば
買

主
）

⃝

届
出
期
限
＝
契
約
締
結
日
を

含
め
て
２
週
間
以
内
※
事
前
届

出
制
の
場
合
は
異
な
り
ま
す

⃝

届
出
窓
口
＝
企
画
政
策
課
ま

た
は
各
支
所
総
務
課

⃝

提
出
す
る
書
類
＝
①
届
出
書

②
土
地
取
引
に
係
る
契
約
書

の
写
し
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る

そ
の
他
書
類
③
土
地
の
位
置
を

明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
万
分
の

１
以
上
の
地
形
図
④
土
地
お
よ

び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か

に
し
た
縮
尺
５
０
０
０
分
の
１

以
上
の
図
面
⑤
土
地
の
形
状
を

明
ら
か
に
し
た
図
面
⑥
そ
の
他

（
必
要
に
応
じ
て
）

※
概
要
、
届
出
様
式
等
詳
し
く

は
福
岡
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課

企
画
政
策
係
（
☎
２
４
・
９
０

０
９
）

福岡県 土地売買等届出 検索 扌

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

「国道３号の夜間全面通行止め
のお知らせとご協力のお願い」

10
月
は
「
土
地
月
間
」
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■4か月さん集まれ（6月生まれ）
「ベビータッチ＋食育」
◦11/7 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み
物持参／参加費あり／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦11/7 ㈭・21㈭ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「マタニティヨガ」
◦11/12 ㈫ 10:00 ～ 12:30 ／参加
費あり／託児あり／要申込
■パパママ集まれ！

「作ってあそぼう竹馬」
◦11/17 ㈰ 10:00 ～12:00 ／参加
費あり／要申込
■ママ読の日（移動図書館も来ます）
◦11/20 ㈬ 10:00 ～ 12:00 ／飲み
物持参／託児あり／要申込
■福岡県家庭教育支援チーム設置事業

「ドッグセラピーと子育て + 食育」
◦11/28 ㈭ 10:00 ～ 12:00 ／参加
費あり／要申込

■はっぴぃバースデー「あやちゃん
ばぁばのお話」◦ 11/19 ㈫ 10:30
～ 11:30 ／要申込 (16 日㈯まで )
■つくろうねっ「パステルアート」
◦11/25 ㈪ 10:30 ～ 12:00 ／定員
親子 10 組／参加費 200 円／要申込

（11/22 ㈮まで）

■ほんの森ぶっくるん「移動図書館の
バスが来ます」◦11/5 ㈫ 10:30 ～
■すてきな誕生会◦11/7 ㈭ 10:30
～／誕生月の人のみ要申込
■北山保育所で遊ぼう「秋と遊ぼう」
◦11/13 ㈬ 10:00 ～／要申込
■わ・わ・WA！

「生まれてきてくれてありがとう。筑南
小学校」◦11/15 ㈮10:00 きらきら集
合／親子10 組／要申込
■すくすく子育て「ママの時間」
◦11/21㈭10:30～※詳細はきらきらへ

■星野であそぼ♪「山ごはんしましょ
♪」◦ 11/1 ㈮ 10:30 ～／参 加費
300 円／要申込
■ちょこっとヨ～ガ
◦11/5 ㈫ 10:30 ～／要申込
■うちのおやつ時間「茶巾しぼり」
◦11/14 ㈭ 10:30 ～／参加費 300
円／要申込
■ママといっしょ♪「似顔絵」◦11/21
㈭10:30 ～／参加費 200 円／要申込
■月いちマクロビごはん◦11/26 ㈫
10:30 ～／参加費 500 円／要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽上陽公民館   11/1 ㈮
▽東公民館   11/5㈫
▽長峰保育所 2 階 　11/6 ㈬、20 ㈬
▽かがやき　11/26㈫
▽矢部基幹集落センター  11/27㈬
▽室岡公民館   11/28 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問 ☎24・9090

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問 ☎24・8814

子育ち支援掲示板 11 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問 ☎42・3301

11月3日（祝）
東洋医学ひぐちクリニック（大島）   23・2765
今村循環器内科（黒木町） 33・2115
こが歯科（筑後市） 　      0942・27・7117
山下眼科医院（筑後市）  0942・53・2225
11月4日（休）
ごんどう内科（山内） 23・3010
後藤内科医院（上陽町） 54・2221
いまやま歯科（広川町） 32・7020
江崎耳鼻咽喉科医院（筑後市）0942・53・2347
鶴丸眼科（筑後市）          0942・52・0002
11月10日（日）
古賀泌尿器科（馬場） 24・3121
矢部診療所（矢部村） 47・2700
香月歯科医院（本村） 30・1333
11月17日（日）
吉山クリニック（稲富） 30・2200
辺春診療所（立花町） 36・0010
森田歯科医院（山内） 24・3055
11月23日（祝）
三浦医院（東京町） 23・3928
林医院（立花町） 23・5557
はら歯科クリニック（広川町） 24・8363

大渕耳鼻咽喉科医院（大島） 23・2811
11月24日（日）
草場内科循環器科（納楚） 　　 23・5171
原医院（黒木町） 42・0336
やました歯科医院（広川町）  0942・52・3819

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院 （23・4131）

［火・木］筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【11月】3㈷・4㉁・17㈰・23㈷
　　公立八女総合病院 （23・4131）

【11月】10㈰・24㈰
　　筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

11月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。✚

【休日当番薬局】  （http://ycpa.
info）で確認することができます。

知って安心！賢く使おう
ジェネリック医薬品
　10 月17 日から 23
日までは「薬と健康
の週間」です。医薬
保険制度の安定の
ために、ジェネリック医
薬品を使いましょう。お薬
手帳は安心して薬を使用
するための大切な記録で
す。医療機関や薬局に必
ず持って行きましょう。
※今月号の広報紙と一緒
にジェネリック医薬品の
リーフレットも同封してい
ますのでご覧ください。
◦問い合わせ＝市民課国
保年金係（☎２３・１１１６）
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10 月・11月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

Natural Music World vol.2

１3:00開演12/1(日) 1,500 円                                              ハーモニーホール
（当日2,000円)                                               6 歳未満膝上無料（大人1名につき1名） 

 チケット発売中

11/17(日)
（全席指定) 

１6:30開演

一般 6,500 円                                              
友の会 6,000 円                                             

小・中学生2,000 円                                             

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市/キョードー西日本
企画：ビクターミュージックアーツ 制作：Blowdown

夏川りみ
「みーふぁいゆー」

20th Anniversary Tour 2019

 （当日各500円 増）  
※小・中学生チケットをお持ちの方は、ご入場の際、身分
証明書を確認させていただく場合がございます。

高校生以下 500円                                              

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

10/20 ㈰
凄腕の4人が魅せるチェロの魅力！
迫力のサウンドと超絶パフォーマンス！
プラハ・チェロ・カルテット

ハーモニー 15:00
（全席指定）

一般 3,000 円
友の会 2,500 円  
高校生 1,000 円   

おりなす八女 22・5332

11/3 ㈰

「八女市教育の日」
小中学校の文化発表会
講演 演題：「宇宙の新しい利用をめざして」
～超小型衛星による大学の宇宙開発への挑戦～
講師：中須賀 真一 先生
　 　   東京大学 大学院工学系研究科  　　     
　　　 航空宇宙工学専攻 教授

ハーモニー 13:00

無料
※託児（無料 ）
をご希望の方は
10/28 ㈪までにお
申込みください。

八女市
学校教育課 23・1954

11/3 ㈰ 八女文化連盟 謡曲仕舞大会 はちひめ 10:00 無料 八女文化連盟
（部会長：井ノ口）

090・
3605・3509

11/10 ㈰ 八女文化連盟 八女総合芸能祭
文化連盟芸能部の発表会 ハーモニー 10:00 無料 八女市

文化振興課 24・8163

（全席自由) 

（全席自由) 

11/16(土)
ハーモニーホール

一般 1,200 円       

指 揮 ／ 深町  宏
客 演 ／愛・プールストラ＆

エルウィン・プールストラ
（ピアノ・デュオ）

UGEギターオーケストラ
第48回定期演奏会

（前売1,000円）

〈曲目〉

♪ボヘミアン・ラプソディ

♪アニメ・スーパー
ヒロイン・メドレー

♪水上の音楽より
「アラ・ホーンパイプ」

ほか

 チケット発売中

 チケット発売中

チケット発売中

11/23(土・祝) ハーモニーホール

800 円                                              （全席自由) 
１8:00開演

☎090・7454・0892主催・お問合せ:同合唱団

～ジュニアの歌声は響く～
・花のまわりで　ほか

主催・お問合せ:UGE 八女ギター室内合奏団

UGE
１8:30開演

当日17時40分より、おりなす八女
１階エントランスホールにて
「ウェルカム・コンサート」を行います。

12 /1(日) １5:00開演
☎ 090・3012・5079（BD音楽祭事務局）主催・お問合せ : NPO 法人八女ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクト

主催・お問合せ : CAN  MUSIC
八女はぴ運営実行委員会

出演：Cozy-Ash ( コジーアッシュ )
クラリネティスト・ソングライター 
八女市茶のくに親善大使
講演奏家 ( こうえんそうか )
本名、原口晃二 。八女市上陽町出身。
フランス国立ルーアン音楽院に留学、
ヨーロッパにて演奏活動を行う。 

Piano : 結城健之    Guitar : 西田 勇    Base : 松下一弘    Drum : 宮吉英彰
特別出演 : 和太鼓 童衆 -WARABESHU- 　

PREMIUM CONCERT
Cozy -Ash

はちひめホール（全席自由 ) 一般 2,000 円                                              
チケット発売中

☎ 090・8289・8393（渡邉）

☎090・7985・6394（樋口）

☎ 090・9580・3875（國武）
―音楽は〈時〉をつきぬける―vol.4

YUKARI INOUE “PIANO SOLO CONCERT” 井上ゆかり
“ピアノ ソロ
コンサート”

合唱組曲「川風のつむぎうた」
冬～ The moment of winter ～

私が選ばせていただいた、はちひめホールの「ヤマハＳ６Ｂ」。
素敵な音色のピアノを再び弾かせていただける事を楽しみにしております。

・北の国から　ほか

ハーモニーホール



金の棚田を彩るヒガンバナ

　10 月19日㈯に東京都で行われる、第 7 回全日本小
中学生ダンスコンクール小学生部門オープン参加の部に
出場する、杉本蘭さん、井上凜さん、鶴優志さん、吉田
幸聖さん、中村詩さん、中島彩綾さんの 6 人（STUDIO
カラー所属）が市役所を訪問しました。8 月の九州大会
において金賞
を受賞し、出
場権獲得とな
りました。中島
彩綾さん（立花
小 6 年）は「全
国で悔いのな
いパフォーマン
スで金賞を獲
りたい」と抱負
を述べました。

青年部主張大会で全国へ
　9 月10日㈫、沖縄県で九州地区商工会青年部
若い経営者の主張大会が開催されました。この大
会では、県代表者８人が青年部活動に係る主張
を行い、八女市商工会青年部の堤裕一郎さんが
最優秀賞を受賞しました。商工会青年部は地域の
若手経営者や個人事業主で構成されており、地
域リーダーとしての自覚と意識の高揚、若手経営

者・後継者としての資質向上等
を目指して活動しています。今回
の主張大会は第 21回目で、「地
域振興や自社経営等の活動」を
テーマに、発表内容や表現力等
を競いました。堤さんは、12 月
4日㈬、5日㈭愛知県で行われる
全国大会に、九州 221の商工会
青年部代表として出場します。

　9 月中旬から下
旬にかけて、星野
村の鹿里地区や
黒木町大淵のヨ
シビ地区などで、
棚田のあぜ道や
土手を真っ赤に彩るヒガ
ンバナが咲き誇りました。
20日㈮、21日㈯には鹿里
棚田彼岸花まつりが開催
され、地元グループ子鹿
の里により、だご汁定食や
農産物が販売されました。

中
国
の
子
ど
も
た
ち
が
八
女
を
研
学

　
中
国
の
清
華
大
学
附
属
中
国
際
学
校
の
8
歳
か
ら
10
歳

の
生
徒
11
人
が
9
月
25
日
㈬
、
上
陽
北
汭
学
園
を
訪
問
し

ま
し
た
。
中
国
の
子
ど
も
た
ち
は
、
24
日
㈫
か
ら
27
日
㈮

の
4
日
間
八
女
市
に
滞
在
し
、
自
然
や
文
化
を
学
び
ま
し

た
。
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
上
陽
北
汭
学
園
の
5
年
生
と
7

年
生
が
合
唱
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
中
国
の
子
ど
も
た
ち
は
バ

レ
エ
や
中
国
功カ
ン
フ
ー夫
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
応
え
ま
し
た
。
ま

た
、
剣
道
の
授
業
や
、
給
食
の
時
間
を
一
緒
に
体
験
し
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
時
間
を
共
有
す
る
に
つ
れ
て
子
ど
も
た

ち
は
、
お
互
い
の
文
化
の
違
い
や
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と
を
体
感
し
た
よ
う
で

し
た
。
今
回
の
交
流
が
、
未
来
の
日
本
と
中
国
の
さ
ら
な
る

友
好
関
係
の
発
展
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

兄と弟で表彰台を目指す！

全国の舞台へ！ 6 人で挑戦

　9 月 21日㈯、22 日㈰に岡山県で行われる第 3 回全
日本 BMX フリースタイル・パーク選手権大会に出場
する松本翔海さん（八幡小 4 年）と弥隼さん（同 2 年）
兄弟が 9 月18 日㈬、市役所を
訪問し教育長に報告しました。
翔海さんは「がんばって優勝
したい」と、弥隼さんは「表
彰台に立ちたい」と意気込み
を語りました。翔海さんは昨年
行われた同大会で準優勝して
おり、今回頂点を目指します。
※ BMX…Bicycle Motocross（バイ
シクルモトクロス）の略

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2019［令和元年］10月15日号
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